




客からの注目度は高く、どの商品もよく動
いた。レジ近くの目立つ場所であることも
あり、定番売場に並べているときに比べ
て、5倍以上も売れる商品も多く、山口店
長は手ごたえを得たようだ。

　「キッチンランドSunSun」は、商業施設
「ラクセーヌ専門店」の1階
に店舗を構えている。売場
面積は約540㎡と、最近の
食品スーパー（SM）からす
れば小ぶりではあるが、1日
の来店客数は平均で3000
人を超える繁盛店である。
　だが近年は、商圏内に有
力店が相次いで進出してき
ており、年々、競争が激化し
ている。同業のSMだけでな
く、大規模ショッピングセン
ター、さらにディスカウントス

トア、ドラッグストアなど業態の垣根を越え
た戦いが繰り広げられているのが現状だ。
　厳しい状況に対し、同店では地域密着
型の店舗運営で来店客からの支持獲得
をめざしている。取り扱いのない商品をリ
クエストする声があれば、積極的に取り入
れ、限られた店内ながら豊富な品揃えを
実践、差別化を図っている。また「毎日、来
店される方も多く、変化のある売場も意識
している。定期的に売場を触り、来店のた
びに楽しさを感じられる、お祭りのような店
をめざしている」と山口店長。
　このような方針の中、ディスプレイコン
テストへの取り組みは、同店の魅力を伝え
るいい機会になっているようだ。商品を視
覚的にアピール、関連販売も行いながら、
食べ方やおいしさなどの価格以外の価値
を伝えている。
　今後の抱負について、山口店長は次の
ように話す。「これからも機会があればディ
スプレイコンテストに参加したい。競争環
境は厳しさを増すが、楽しい売場づくりで
お客さまに喜んでもらいたい」。

　今年4月15日から6月30日までを期間に
開催された「第22回 UCC ディスプレイコ
ンテスト」で見事、全国グランプリを獲得
したのは「キッチンランドSunSun」（京都
府）。売場づくりを担当した山口克彦店長
は「まさか評価していただけるとは思って
いなかったので大変驚いて
います」と受賞の感想を述
べる。
　ディスプレイを実施した
のは今年6月8日から15日の
8日間。店舗の出入口近く
にある常設のイベントス
ペースで売場をつくり、多く
の来店客にアピールした。
　「職人の珈琲 ドリップ
コーヒーまろやか味のマイ
ルドブレンド」「ゴールドス
ペシャル スペシャルブレン
ド SAP400g」など、同社の主力ブランド
をボリューム感を持たせ、天井近くにまで
積み上げた。さらにUCCが現在、もっとも
力を入れる「職人の珈琲」をアピールする
ため、「香りとコクのWロースト製法 職人
の珈琲 ドリップコーヒー」と記した大きな
垂れ幕を掲げた。
　ディスプレイのポイントについて山口店
長は次のように説明する。「何が並んでい
るか、ひと目でわかる売場にしたかった。そ
のためには細かい説明にこだわるのでは
なく、ストレートにメッセージを訴求しようと
考えた」。
　午後7時30分の閉店後、約3時間をか
けて商品を一つひとつ積んでいった。山
口店長のほか、UCC上島珈琲近畿支社
営業部の毛利拓弥氏ら、取引先の営業
マンも駆けつけ、試行錯誤を繰り返しなが
ら売場を完成させた。
　ディスプレイを実施した期間中は、来店
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